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（網構成） 

第 124条の２ 当社網と直接協定事業者網間の回線網の構成は次のとおりとします。 

（１)  ＩＰ通信網間接続装置と直接協定事業者の電気通信設備との接続は、本則の相互接続点の設置場所に

定める相互接続点単位に行うものとします。 

（２） 当社が指定する２拠点の相互接続点を介した冗長構成を基本とします。 

２ 当社網と協定事業者網間の信号網構成は次のとおりとします。 

（１)  直接協定事業者網に設置するSIPサーバは、トランザクションの状態（ステート）管理を行い、ＳＩ

Ｐメッセージの中継を実施するステートフルプロキシとします。 

（２)  当社網の SIPサーバ、ENUM、DNSは、特定の相互接続点との括り付けが無い構成とします。 

（３） 当社網の ENUMおよび DNSは二拠点分散(1拠点ごとに 1の IPアドレスを割り当てる)とします。 

（４） ENUMおよび DNSの選択方式、ならびにトラヒック経路については、別表 36.2に示すとおりとします。 

（接続方式） 

第 124条の３ 当社網と直接協定事業者網間で使用する接続方式は次のとおりとします。 

（１） 当社網と協定事業者網間で使用する電気通信番号は次のとおりとします。 

 

  ア 固定電話及び IP電話（0A～J）接続呼のダイヤル番号 

     

    接続番号（固定電話番号） 

 

    接続番号：市外局番 ＋ 市内局番 ＋ 加入者番号 

     

 

  イ 移動体接続呼のダイヤル番号 

 

    0A0 ＋ CDE ＋ 接続番号 

 

    0A0：移動体サービス識別番号（070,080,090） 

    CDE：事業者識別コード（Cは 0を除く） 

    接続番号：加入者番号あるいは付加サービス番号 

 

 

  ウ IP電話接続呼のダイヤル番号 

 

    0A0 ＋ CDEF ＋ 接続番号 

 

    0A0：IP電話サービス識別番号（050） 

    CDEF：事業者識別コード（Cは 0を除く） 

    接続番号：加入者番号 
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  エ 付加的役務接続呼のダイヤル番号 

 

(ｱ) CD ＋ 177  

 

CD：市外局番 

 

(ｲ) 104  

 

(ｳ) 171 

 

(ｴ) 115 

 

(ｵ) 161 

 

(ｶ) 162 

 

(ｷ) 188 

 

(ｸ) 189 

 

(ｹ) 0120 ＋ DEF ＋ GHJ 

 

  DEF：事業者識別番号 

  GHJ：加入者番号 

 

(ｺ) 0800 ＋ DEF ＋ GHJK 

 

DEF：事業者識別番号 

GHJK ：加入者番号 

 

(ｻ) 0570 ＋ DEF ＋ GHJ 

 

DEF：事業者識別番号 

GHJ：加入者番号 

 

    オ 国際呼のダイヤル番号 

 

      010 ＋ CC ＋ NN 

010：国際プレフィックス 

CC：国番号 
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NN：国内番号 

 

 カ 事業者設備接続呼のダイヤル番号 

 

（ｱ） 00XY～ 

 

（ｲ） 0091NN～ 

 

 

（２） 当社網と協定事業者網間で使用する信号方式は技術的条件集別表 36.2に示すとおりとします。 

（輻輳制御方式） 

第 124条の４ 輻輳制御における災害時優先通信の取り扱いは次のとおりとします。 

（１） 本則の優先的に扱う通信の識別における優先信号とは INVITE リクエストの P-Asserted-Identity ヘ

ッダに記述される URI に付与される cpc パラメータに「priority」を設定した信号をいいます。 

（２） 当社網と直接協定事業者網間での災害時優先通信の疎通を確保するため、当社網は優先信号に基づ

く輻輳制御を行うことができます。 

２ 輻輳制御方式は技術的条件集別表 36.2 に示すとおりとします。 

（伝送装置間インタフェース仕様） 

第 124条の５ 伝送装置間インタフェース仕様は技術的条件集別表 34.2に示すとおりとします。 

（IPトランスポート仕様） 

第 124条の６ IPトランスポート仕様は技術的条件集別表 35.2に示すとおりとします。 

（その他接続に必要な事項） 

第 124 条の７ コーデック種別、対向 SIPサーバ IPアドレス等の、その他の接続に必要な事項や保守運用に係

る具体的事項については、当社と直接協定事業者間の協議にて決定することとします。なお、サービス・

制御・運用に必要なパケット以外は当社装置にて受信時に廃棄することとし、当社装置及び、直接協定

事業者装置から必要なパケット以外は原則相手網へ送出しないこととします。 


